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特集　 市の指定文化財を紹介　　問合せ　社会教育課（内線582）

住
吉
神
楽

坂
戸
の
大
宮

無
形
民
俗
文
化
財

演目「倉稲魂命種蒔の座」で天
て ん こ

狐が
供
も ど き

奉を馬にして帰るクライマックス
の場面。

神楽の奉納・演舞の前後
で参拝する方も多い。

４月第１日曜日の例大祭で
は、午後から「天下祭」が
行われ、天狗を先頭に翁

おきな

、
笛、太鼓、宮司等の行列が
参道を歩む。

「
坂
戸
の
大
宮
住
吉
神
楽
」
を

保
存
・
継
承
す
る
保
存
会

　
江
戸
里
神
楽
の
古
い
形
態
を
と
ど

め
、
神
話
等
を
題
材
と
し
た
「
倉う

が
の
み稲

魂た
ま
の
み
こ
と
た
ね
ま
き

命
種
蒔
の
座
」
な
ど
の
12
の
神
楽

と
10
の
座ざ

が
い外

神
楽
、
併
せ
て
22
座
の

演
目
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
現
在
、
実
際
に
演
じ
ら
れ
て
い

る
の
は
15
座
で
あ
り
、
氏
子
の
有
志

等
に
よ
る
「
大
宮
住
吉
神
楽
保
存
会
」

が
保
存
・
継
承
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
住
吉
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
礼
の

中
で
最
大
と
い
わ
れ
る
「
例れ

い
た
い
さ
い

大
祭
」

　
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
大
宮
住
吉
神

社
は
、
成
立
年
代
は
古
く
平
安
時
代

と
も
い
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と

北
武
蔵
十
二
郡
（
埼
玉
県
中
央
部
・

西
部
）
の
総
社
と
さ
れ
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
前
例
に
習
っ

て
、
徳
川
家
康
に
よ
り
仰
せ
つ
け
が

あ
り
、
十
二
郡
の
神
主
を
集
め
て
、

「
治
国
平
天
下
」
の
祈
願
を
２
月
23

日
に
執
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
が
大
宮
住
吉
神
社
の

「
天
下
祭
」
の
は
じ
ま
り
で
す
。
天

下
祭
は
現
在
、
４
月
の
例
大
祭
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
第
一
日
曜
日
の
例
大
祭
は
、

大
宮
住
吉
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
礼
の

中
で
も
最
も
盛
大
で
、
午
前
中
か
ら

夕
方
ま
で
様
々
な
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、

午
後
か
ら
は
天
下
祭
も
行
わ
れ
ま
す
。

天
下
祭
は
、
天
狗
を
先
頭
に
笛
や
太

鼓
に
合
わ
せ
て
、
神
官
、
氏
子
総
代

な
ど
が
長
い
行
列
で
参
道
を
歩
む
儀

式
で
す
。

　
例
大
祭
は
、
か
つ
て
は
年
頃
の
娘

が
髷ま

げ

を
結
っ
て
参
拝
に
訪
れ
た
の
で

「
見
合
い
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
嫁
い
で
き
た
花
嫁

が
晴
れ
着
や
花
嫁
衣
裳
で
参
拝
し
た

た
め
に
「
嫁
見
の
祭
り
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
例
大
祭
に

お
い
て
は
、
大
宮
住
吉
神
社
の
祭
神

で
あ
る
海
・
航
海
の
神
「
住す

み
よ
し
さ
ん
じ
ん

吉
三
神
」

を
演
じ
る
「
住
吉
三
神
の
座
」
も
奉

納
さ
れ
、
露
店
も
出
店
し
て
多
く
の

観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

日　
時　
２
月
23
日
（
祈き

ね
ん
さ
い

年
祭
）、４

月
第
１
日
曜
日
（
例
大
祭
）、11
月

23
日
（
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
）、３
月
15
日
前
後

の
日
曜
日
（
勝
呂
神
社
例
祭
）

場　
所　
大
宮
住
吉
神
社
（
塚
越
254

　

―

１
）

※
３
月
15
日
前
後
の
日
曜
日
は
勝
呂

　
神
社
（
石
井
226
）

※
４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
は
、
坂
戸
の
天

　
然
記
念
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い
く
う
え
で
、

頭
を
悩
ま
す
の
は
、
後
継
者
不
足
で
す
。

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
大

勢
の
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
神
楽
を
披

露
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
演
者
が
熱
心
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
観
て
い
る
方

に
も
神
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
古
く
か
ら
続
く
坂
戸

の
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

大
勢
の
方
に
神
楽
を

　
　
　

観
て
い
た
だ
き
た
い
。

大宮住吉神楽保存会

写真：演目「倉稲魂命種蒔の座」を
　　　奉納・披露している様子

　

市
内
に
は
、
有
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
等
の
指

定
文
化
財
が
、
県
と
市
の
指
定
で
合
わ
せ
て
44
件
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
地
域
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
大
切

に
保
存
・
継
承
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
無
形
民
俗

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
、
お
は
や
し
・
獅
子
舞
・
く

ど
き
・
祭
礼
な
ど
の
う
ち
、
国
選
択
・
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
「
坂
戸
の
大
宮
住
吉
神
楽
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会長 小室 利夫 さん

毎年11月23日に行われて
いる「新嘗祭」の様子

伝
統
芸
能
を

観
に
行
こ
う
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を

観
に
行
こ
う

内陣に赤色紡
ぼうすい

錘形
の自然石（150cm）
を祀る。

本尊は十一面観音
像が祀

ま つ

られ、様々
な仏像が安置され
ている。

金山彦神（鍛冶屋の
神、金工職人の職神、
金物商の神）が祀ら
れている。

７世紀初頭に当地の
土豪を埋葬したもの
と思われる円墳上に
鎮座している。

石上神社 慈
じ

眼
げ ん

寺
じ

金山神社 土屋神社

所在地：新堀255-1　金山神社
　金山神社境内に自生するユリ科ネギ属
の多年生植物。明治39年（1906年）、長
島伝十郎氏が発見した。毎年 9月から
10月に小さく可

か れ ん

憐な白い花を咲かせる。

ステゴビル（県指定）

所在地：多和目383-1　多和目天神社 
　菅原道真を祀る天神社境内にある。ク
スノキ科の常

じょうりょくこうぼく

緑喬木で、鹿の子まだら
の模様である。「なんじゃもんじゃの木」
とも呼ばれていた。

カゴノキ（鹿
か

の子
こ ぎ

木）（市指定）

所在地：北大塚138　石上神社 
　樹幹がねじれているため「ねじれっ
木」ともいう。樹齢600～700年と推定
される。高さ約12m、幹周り約3.5m。

入西のビャクシン（県指定）

所在地：浅羽野２丁目2-11  土屋神社
　土屋神社は円墳の上にある。神木
スギはこの社殿裏にあり、樹齢1,000年
を数える。幹周り8.5ｍ。テンマサと
いう化け物が住んでおり、2つあっ
た太陽の1つを退治したといわれる。

土屋神社神木スギ（県指定）

所在地：中小坂285　慈眼寺 
　慈眼寺境内にある。第10代の和尚が
18世紀中頃、寺を整備した際に植えたと
いわれている。樹齢260年。高さ約15ｍ、
幹周り約1.7ｍ。３月下旬から 4月上旬
に満開となる。

シダレザクラ（市指定） 坂
戸
の
天
然
記
念
物

　
　
（
指
定
文
化
財
）を
紹
介

口碑によると、当地
一帯を領していた殿
様が氏神として天神
社を祀ったという。

多和目天神社

特集　 市の指定文化財を紹介　　問合せ　社会教育課（内線582）集集集集集集集
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INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

受付会場  受　付　地　域 受付時間月  日 曜

午前９時～11時30分　西坂戸２丁目にお住まいの方
午後 1時～４時　西坂戸１・３丁目にお住まいの方

午前9時～11時30分、
午後1時～4時

※平日の午前中及び土
曜日は混雑が予想され
ます。

午前9時30分～11時45分、
午後1時～4時

※平日の午前中及び土
曜日は混雑が予想され
ます。

城山公民館
２月14日　水

午前９時～11時30分　多和目、西坂戸 4丁目にお住まいの方
午後 1時～４時　けやき台、西坂戸 5丁目にお住まいの方

大家公民館

２月15日　木

森戸、四日市場、厚川、萱方、欠ノ上、成願寺にお住まいの方
鶴舞 1 ～４丁目にお住まいの方

勝呂公民館

２月16日　金

２月19日　月

２月22日　木

２月23日　金

午前 9時～11時30分　小沼、青木、東坂戸 1丁目にお住まいの方
午後 1時～４時　東坂戸 2丁目にお住まいの方

三芳野公民館

２月20日　火

午前 9時～11時30分　紺屋、横沼にお住まいの方
午後 1時～４時　中小坂にお住まいの方

２月21日　水

石井にお住まいの方

島田、赤尾、塚越、戸宮、栄、片柳、片柳新田にお住まいの方

善能寺、竹之内、長岡、北浅羽、今西、金田、沢木、東和田、新ヶ谷、
戸口、中里、塚崎、北峰、北大塚、西インター１・２丁目にお住まいの方

花影町、三光町、中富町、鎌倉町、関間1 ～4 丁目、千代田1 ～5
丁目、浅羽、浅羽野 1 ～３丁目にお住まいの方

日の出町、本町、仲町、元町、泉町、泉町2・3丁目、芦山町、薬師
町、末広町、柳町にお住まいの方

緑町、南町、溝端町、伊豆の山町、清水町、山田町、八幡 1・2丁目、
坂戸、上吉田、粟生田にお住まいの方

２月27日　火

２月24日　土

２月28日　水 

３月１日　木

３月２日　金

３月３日　土

３月５日　月

３月６日　火

３月７日　水

３月８日　木

３月９日　金

３月12日　月

３月13日　火

３月14日　水

３月15日　木

新堀、堀込、小山、にっさい花みず木 1 ～8丁目にお住まいの方

２月26日　月

平日にお越しになれない方（地域指定なし）

上記の日程で申告会場にお越しになれない方（地域指定なし）

３月３日は平日にお越しになれない方（地域指定なし）

入　　西
地域交流
センター

文化会館
ふ れ あ

（第１・２会議室）

はい

いいえ
はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

平成29年１月１日
から12月31日まで
に収入がありました
か？（遺族・障害年金、
失業給付は課税対
象になりません。）

年末調整や申告で、
同一世帯の方の扶養
になっていますか？
（保険の扶養と税の
扶養は異なります。）

市・県民税の申告
が必要です。
市・県民税申告書に
必要事項を記入し、
市役所課税課に郵送
してください。

年末調整が済んで
いますか？
※給与収入がない
方は「いいえ」へ
進んでください。

給与、年金
以外の収入
があります
か？

給与や年金から
所得税が引かれ
ていますか？

市・県民税の申告又は所得税の確定
申告が必要です。

市・県民税の
申告が必要
です。
※下記の申告
が不要な方を
除きます。

年末調整済みの給与以外の給与収入と、
その他の収入の所得の合計が20万円を超
えていますか？

市・県民税の申告又は所得税の確定
申告が必要です。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

平成29年中の所得
の合計額が、基礎
控除、扶養控除、
社会保険料控除の
合計額を超えてい
ますか？

勤務先から坂戸市へ
「給与支払報告書」
が送られています
か？

医療費控除・寄附金
控除・住宅借入金等
特別控除・年末調整
の内容の訂正等が
ありますか？

主たる給与以外の
給与、年金、配当、
原稿料、報酬、不動
産収入、農業収入
などの収入があり
ましたか？

申告の必要はありま
せん。

スタート

※「所得税及び復興特別所得税」については、
　「所得税」と記載しています。
※市・県民税申告書が必要な方は、課税課に
　ご連絡ください。

市・県民税の申告が必要です。
市・県民税申告書に源泉徴収票のコピー
を貼り、市役所課税課に郵送してください。

あなたの申告は「市・県民税の申告」それとも「所得税の確定申告」？
下の図でご確認ください。

申告に必要なもの
①申告書（事前に郵送された方のみ）又は「確定申告のお
　知らせ」（税務署から送付された方のみ）
②印鑑、筆記用具
③収入がわかる書類
◇給与、年金、報酬などの収入がある方…源泉徴収票、支
　払調書などの原本
◇事業・不動産・農業所得のある方…収支内訳書（必ず記
　入してきてください）
④各控除を受けるために必要な次の書類
◇平成29年中に支払った国民健康保険税・介護保険料・後
期高齢者医療保険料・任意継続保険料等の支払額がわか
る書類、国民年金保険料控除証明書及び生命保険料、地
震保険料の控除証明書（証明書類の添付が必要）

◇寄附金の領収書（対象になる場合のみ）
◇本人又は被扶養者の障害者手帳、本人の学生証など（提
　示のみ）
◇医療費控除を受ける方…医療費控除の明細書（事前に記
　載しておいてください）
⑤予定納税をした方は、その額がわかる資料
⑥マイナンバー（個人番号）に関する書類（提示のみ）
※必要書類のほとんどは、申告書に添付するため返却でき
　ません。必要な方は事前にコピーをお取りください。
マイナンバー（個人番号）の記入と確認書類
　確定申告書には、マイナンバー（個人番号）を記載する
こととなっています。あわせて、次の書類の組み合わせの
うち、いずれかの提示が必要になります。
①マイナンバー（個人番号）カード
②通知カード及び運転免許証等の顔写真付きの身分証明書

（顔写真付きの身分証明書がない場合は、保険証等の本
人確認ができる書類）
※扶養する親族、専従者とする親族の個人番号がわかる書
　類の持参をお願いいたします（提出は不要です）。
市・県民税の申告が不要な方
◇収入が年末調整済の給与のみで、勤務先が給与支払報告
　書を市に送っていて、控除の追加・訂正のない方
◇収入が93万円以下の給与のみで、同世帯の親族の扶養と
　なっている方
◇収入がなく、同世帯の親族の扶養となっている方
◇収入が公的年金のみで、98万円（65歳以上は148万円）
　以下であり、扶養親族のいない方
※後日、所得証明や後期高齢者医療、国民健康保険等の関
　係で申告が必要になる場合があります。
年金所得者の確定申告不要制度
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下であ
る場合、所得税の確定申告は必要ありません（平成27年分
から、国外の社会保障制度に基づいた年金収入がある場合
は、確定申告が必要になりました）。
　ただし、上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除など、確
定申告書の提出が控除適用の要件となっている場合には、
確定申告書の提出が必要となります。
　また、医療費控除等をすることにより、所得税が還付さ
れる方は、確定申告書の提出ができます。
※公的年金の源泉徴収票に記載のない控除（納税通知書等
で納付した社会保険料、生命保険料、地震保険料、扶養
控除等）がある場合は、市・県民税の申告をする必要が
ある場合があります。

市内会場での市・県民税申告、簡易な確定申告受付
市・県民税申告は、なるべく郵送で提出してください。　 問合せ　課税課市民税担当（内線275～ 279）

※混雑緩和のため、指定日を設けています。指定日に都合の悪い場合は、ほかの日・
　ほかの会場にお越しください。

市の会場では、平成29年中の収入が給与・公的年金・営業・農業・不動産の方を受け付けます。ただし、
下記の市内会場で受付できない申告の方を除きます。税務署での確定申告については1月号をご覧ください。

申 告 受 付 日 程 表

市内会場で受付できない申告
　次の方は、市の会場では受付できません。税務署
での申告をお願いします。
◇国外在住の親族を申告で扶養とする方
◇株式等の譲渡所得の確定申告を行う方
◇総合課税の譲渡所得がある方
◇土地や建物の売買に伴う譲渡所得がある方
◇配当所得の確定申告を行う方
◇雑損控除や災害減免法の申告を行う方
◇住宅借入金等特別控除ほか住宅関係の控除を行う方

◇青色申告を行っている方
◇損失の申告を行う方
◇平成28年以前分の確定申告
※詳しくは、川越税務署☎235・9411
国外在住の親族を扶養とする場合
　◇送金証明書・親族であることを証明する書類が必要

となります（詳しくは税務署へ確認をお願いします）。
　◇年末調整で扶養の手続を行っていて、年末調整済の

源泉徴収票に記載済の場合は、これらの書類は不要
です。
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②介護サービス利用料【医療費控除】

　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保
険料は、市・県民税申告、所得税の確定申告の際に
所得控除の対象となります。
①年金から保険料等を差し引かれた場合（特別徴収）
　平成29年中に年金から差し引かれた国民健康保
険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料は、日
本年金機構等から送付される年金の源泉徴収票に
記載されています。所得控除の対象となるのは平
成29年１月１日から12月31日の１年間に差し引か
れた額（源泉徴収票に記載された額）です。平成
29年度分の保険料（税）決定通知書兼特別徴収
開始通知書に記載された額とは異なります。
　遺族年金、障害年金受給者の平成29年中に納め
た保険料等は、源泉徴収票が発行されません。各

担当課で証明書を発行しますので申出てください。
　なお、特別徴収による納付の場合、年金受給者
本人にのみ社会保険料控除が適用されます。よっ
て、年金受給者本人以外が控除の申告をすること
はできません。
②納付書や口座振替で納めた場合（普通徴収）
　平成29年中に納めた保険料等は、各担当課で証
明書を発行します。

問合せ　国民健康保険税＝納税課（内線 252）
　　　　介護保険料＝高齢者福祉課
　　　　（内線433・437・438）
　　　　後期高齢者医療保険料＝健康保険課
　　　　（内線435・439）

①国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

　確定申告の際は、保険料を納めた
ときに交付される領収証書や日本年
金機構から送付される「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」を
必ず添付してください。控除証明書
は、昨年10月２日までに納付された
方へは、日本年金機構本部から送付
済みです。
　また、昨年10月３日以降にその年
初めて保険料を納めた方へは、２月
上旬に控除証明書が送付されます。
控除証明書についての問合せ
ねんきん加入者ダイヤル☎0570・
003・004（ナビダイヤル）
※050から始まる電話でおかけにな
る場合は☎03・6630・2525
期　間　３月15日（木）まで
時　間　月～金曜日　午前８時30分
　～午後７時
　第２土曜日　午前９時～午後５時

国民年金保険料

③障害者控除
　身体障害者手帳の交付を受けてい
ない方でも、65歳以上で食事や排せ
つなど日常生活に支障があり、身体
障害者と同様と認められる場合、高
齢者福祉課が発行する障害者控除対
象者認定書で障害者控除が受けられ
ます。

社会保険料等の控除対象

問合せ　高齢者福祉課（内線433・437・438）

介護サービスは、下記のものが医療費控除の対象となります。

医
療
系
サ
ー
ビ
ス

福
祉
系
サ
ー
ビ
ス

施設サービス費の自己負担額（１割
又は２割）と食費・居住費に係る自
己負担額の合計額の１／２

施設サービス費の自己負担額（１割
又は２割）と食費・居住費に係る自
己負担額の合計額

居
　
宅

施
　
設

対象となる金額対象となるサービス

指定介護老人福祉施設
地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設
指定介護療養型医療施設

訪問介護（生活援助中心
　型を除く）
通所介護
介護予防訪問介護
介護予防通所介護　など

訪問看護
訪問リハビリテーション
介護予防訪問看護
介護予防訪問リハビリ
テーションなど

居宅サービス費の自己負担額（１割
又は２割）
・居宅サービス計画（ケアプラン）に
　位置付けられ、下記の医療系サー
　ビスと一緒に利用していることが
　前提です。
・保険給付の支給限度額超過分の自
　己負担額は対象となりません。

居宅サービス費の自己負担額と食費・
滞在費に係る自己負担額
・保険給付の支給限度額超過分の自
　己負担額も控除の対象となります。

◇おむつ代…要介護認定を受けている方で、おむつ代の医療費控
除を受けるのが２年目以降の場合は、主治医意見書でおむつ使
用の必要性が認められれば、市の発行する書類の添付で医療費
控除を受けることができます（発行に 1週間程度かかります）。

◇医療費控除の申告には明細書等の添付が必要です。また、高額
介護サービス費や補助金など介護保険からの払い戻しや利用料
の補填がある場合は、支払った金額から補填される金額を差し
引いて申告をします。

問合せ　高齢者福祉課（内線432）

　
埼
玉
県
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
に

地
域
デ
ビ
ュ
ー
（
年
齢
や
活
動
内
容

を
問
わ
ず
地
域
活
動
に
初
め
て
参
加

す
る
こ
と
）
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ

し
、
社
会
全
体
で
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を

応
援
す
る
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

高
齢
者
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
等
を
テ
ー

マ
と
し
た
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
８
千
129
句
の
中
か
ら
、

大
人
・
こ
ど
も
の
各
部
門
で
、
最
優

秀
賞
１
句
、
優
秀
賞
２
句
、
特
別
賞

２
句
、
佳
作
10
句
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
で
は
、
大
人
・
こ
ど
も
の
各

部
門
で
１
名
ず
つ
佳
作
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

【
大
人
部
門　
佳
作
】

・
地
域
デ
ビ
ュ
ー　
健
康
長
寿
の

　
処
方
箋　
（
北
島
修
さ
ん　
44
歳
）

【
こ
ど
も
部
門　
佳
作
】

・
ゴ
ミ
拾
い　
ふ
く
ろ
は
重
い
が　

足
ど
り
軽
く　
（
北
島
涼
太
さ
ん

南
小
学
校
６
年
）

　
そ
の
他
の
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
共
助
ス
タ
イ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
地
域
デ
ビ
ュ

ー
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
川

柳
係
☎
080・
２
３
５
０・２
１
２
０
、

chiiki-senryu@
saitam

a-
np.co.jp

、
市
民
生
活
課
（
内
線

３
１
５
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

◇
シ
コ
ア
サ
イ
ズ

日　
時　
３
月
17
日
（土）
午
後
１
時
〜

２
時
、
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30

分
内　
容　
相
撲
の
基
本
動
作
で
あ
る

四し

こ股
を
ヒ
ン
ト
に
考
案
さ
れ
た
、

健
康
維
持
な
ど
に
最
適
な
股
関
節

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

対　
象　
成
人

定　
員　
各
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
千
円

ダ
ン
ス
教
室

◇
ベ
ビ
ー
と
触
れ
合
い
ダ
ン
シ
ン
グ

期　
間　
３
〜
５
月
（
原
則
木
曜
日

　
で
月
３
回
）

内　
容　
赤
ち
ゃ
ん
の
目
を
見
て
向

か
い
あ
っ
た
り
体
に
の
せ
た
り
し

な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
エ
ク
サ
サ

イ
ズ

対　
象　
首
が
す
わ
っ
て
い
る
乳
児

〜
２
歳
ま
で
の
幼
児
と
保
護
者

定　
員　
20
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
回
に
つ
き
１
千
円
（
月

３
回
参
加
す
る
場
合
は
、
２
千
500

円
）

無
料
体
験
会　
２
月
15
日
（木）・22
日
（木）

　
※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

◇
美
姿
勢
・
美
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
美

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

期　
間　
３
〜
５
月
（
原
則
木
曜
日

　
で
月
３
回
）

内　
容　
美
し
い
姿
勢
を
意
識
し
て

行
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

対　
象　
成
人

定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
月
会
費
４
千
円

無
料
体
験
会　
２
月
15
日
（木）・22
日
（木）

　
※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

《
共
通
事
項
》

申
込
み　
２
月
10
日
（土）
〜
参
加
費
を

添
え
て
直
接
市
民
総
合
運
動
公
園

へ
※
持
ち
物
等
詳
し
く
は
、
市
民
総
合

運
動
公
園
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
総
合
運
動
公
園
☎
284
・
１
７

　
７
１

　
「
元
気
に
し
隊
」
は
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
市
と
共
に
考
え
、
坂
戸

市
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
、

実
践
活
動
を
自
ら
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら

学
び
、
健
康
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

ま
す
。

活
動
日
時　
主
に
平
日
の
午
後
６
時

30
分
か
ら
、
月
１
〜
２
回
、
２
時

間
程
度

活
動
内
容　
食
育
、
こ
こ
ろ
の
健
康・

社
会
参
加
、
運
動
、
歯
科
保
健
と

テ
ー
マ
別
の
グ
ル
ー
プ
活
動
と
全

体
会
議
が
中
心

グ
ル
ー
プ
活
動
実
績　
地
域
出
前
講

座
、
プ
ロ
に
学
ぶ
料
理
教
室
、
ご

当
地
体
操
「
さ
か
ど
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
体
操
」
の
普
及
等

応
募
資
格　
原
則
と
し
て
、
18
歳
以

上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

応
募
方
法　
３
月
９
日
（金）
ま
で
に
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
生
活
課

（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂
戸
市
千

代
田
１
―

１
―

１　

283
・
１
７

１
６　

sakado31@
city.sa

kado.lg.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
民
生
活
課
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出
張
所
・

公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
市
民
健

康
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
６
）

「
み
ん
な
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
受
賞
者
の
決
定

「
み
ん
な
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
受
賞
者
の
決
定

市
民
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

市
民
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
元
気
に
し
隊
」
新
メ
ン
バ
ー
募
集
！

　
　
　
　
　
　
　
「
元
気
に
し
隊
」
新
メ
ン
バ
ー
募
集
！

市
民
総
合
運
動
公
園
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
・
ダ
ン
ス
教
室

市
民
総
合
運
動
公
園
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
・
ダ
ン
ス
教
室

皆
で
体
を
動
か
そ
う
！

皆
で
体
を
動
か
そ
う
！
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坂
戸
市
議
会
で
は
、
本
市
を
象
徴

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
さ
か
ろ
ん
）

の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
市
民
の
郷

土
愛
の
醸
成
及
び
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
坂

戸
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
条
例
」

（
案
）
の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
条
例
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
議

会
事
務
局
（
〒
350
―

０
２
９
２　

坂
戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283
・
１
６
９
０　

sakado71
@
city.sakado.lg.jp

）
へ
送

付
す
る
か
、
応
募
用
紙
設
置
場
所

に
あ
る
提
案
箱
に
投
か
ん
し
て
く

だ
さ
い
。

※
条
例
案
、
応
募
用
紙
及
び
提
案
箱

は
、
議
会
事
務
局
、
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
各
出
張
所
・
公
民
館
、

中
央
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
点
字
で
応
募
す
る
場
合
は
、
点
字

標
準
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
３
月
２
日
（金）
（
必
着
）

問
議
会
事
務
局
（
内
線
６
１
１
）　

　
11
月
18
日
、
入
西
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
少
年
の
主
張
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
選
ば
れ
た
15
名
が
、
壇
上
か
ら

堂
々
と
意
見
発
表
し
、
大
勢
の
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

◇
小
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
勝
呂
小
学
校
６
年　
高
橋
優
羽
さ

　
ん
「
ざ
せ
つ
か
ら
の
第
一
歩
」 

【
優
秀
賞
】

・
三
芳
野
小
学
校
４
年　
伊
藤
舞
衣

　
さ
ん
「
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
」

【
優
良
賞
】

・
城
山
小
学
校
６
年　
宮
崎
百
花
さ

ん「『
世
界
の
格
差
社
会
に
つ
い
て
』」

・
桜
小
学
校
５
年　
久
本
紀
翔
さ
ん

　
「
大
切
な
時
間
」

・
浅
羽
野
小
学
校
４
年　
櫻
井
結
奈

さ
ん
「
地
い
き
の
た
め
に
わ
た
し

が
出
来
る
こ
と
」

◇
中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
浅
羽
野
中
学
校
２
年　
髙
杉
真
凜

さ
ん
「
夢
へ
の
第
一
歩
」 

【
優
秀
賞
】

・
坂
戸
中
学
校
１
年　
工
藤
美
礼
さ

　
ん
「
お
祭
り
の
ゴ
ミ
と
新
し
い
私
」

【
優
良
賞
】

・
浅
羽
野
中
学
校
３
年　
野
口
智
史

さ
ん
「
Ａ
Ｉ
は
私
た
ち
の
敵
か
味

方
か
」

・
千
代
田
中
学
校
３
年　
下
村
陽
愛

さ
ん
「『
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
』
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
」

・
坂
戸
中
学
校
２
年　
莊
遥
菜
さ
ん

「
国
境
を
越
え
た『
お
も
て
な
し
』」

◇
高
校
生
・
一
般
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
特
別
支
援
学
校
坂
戸
ろ
う
学
園
高

等
部
２
年　
山
本
竜
矢
さ
ん
「
今

や
る
べ
き
こ
と
」

【
優
秀
賞
】

・
山
村
国
際
高
等
学
校
２
年　
武
田

莉
桃
さ
ん
「
靴
は
性
格
を
表
す
」

【
優
良
賞
】

・
特
別
支
援
学
校
坂
戸
ろ
う
学
園
高

等
部
３
年　
畠
山
美
佳
さ
ん
「
少

し
の
工
夫
と
配
慮
で
」 

・
山
村
国
際
高
等
学
校
２
年　
島
村

夏
実
さ
ん
「『
き
ら
き
ら
』
と
『
キ

ラ
キ
ラ
』」　

・
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学
校
３

年　
栁
館
美
佑
さ
ん
「
挑
戦
す
る

こ
と
」

　
受
賞
者
の
発
表
記
録
集
は
、
社

会
教
育
課
、
中
央
図
書
館
、
各
公

民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
（
内
線
５
８
４
）

　
広
報
さ
か
ど
は
、
坂
戸
の
魅
力
や

行
政
情
報
を
様
々
な
方
に
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
市
民
の
身
近
な
声

で
あ
る
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
作
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
広
報
さ
か
ど
を
見
て
意

見
を
い
た
だ
く
「
坂
戸
市
広
報
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
本
市
に
引
き
続
き
１
年

以
上
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の

方
で
、
市
の
広
報
活
動
に
興
味
を

お
持
ち
の
方

活
動
内
容　
広
報
さ
か
ど
等
に
対
し
、

　
毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
回
答

募
集
人
数　
10
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
域
の

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
て
選
考
し

ま
す
。

任　
期　
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３

　
月
31
日

応
募
期
限　
２
月
23
日
（金）
（
必
着
）

謝　
金　
ア
ン
ケ
ー
ト
１
回
に
つ
き

　
１
千
円

応
募
方
法　
応
募
要
項
を
参
照
の
う

え
、
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
又
は
郵
送
で

広
報
広
聴
課
（
〒
350
―

０
２
９
２

坂
戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１
）
へ

※
応
募
要
項
及
び
応
募
用
紙
は
広
報

広
聴
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

各
出
張
所
・
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課
（
内
線
１
６
５
）

平
成
平
成
29
年
度
少
年
の
主
張
大
会
受
賞
者
が
決
定

応
募
総
数
３
千

応
募
総
数
３
千
834834
点点

ご
存
知
で
す
か
？

　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

支
援
す
る
た
め
の
教
室
を
、
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
介
護
事
業
等
の
協
力

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

地
域
で
活
か
す
高
齢
者
家
族
の

日
常
生
活
支
援
の
仕
組
み
を

学
ぶ
家
族
介
護
教
室

日　
時　
２
月
24
日
（土）
午
後
１
時
30

　
分
〜
４
時

場　
所　
コ
ン
・
ブ
リ
オ
（
元
気
）

広
場
（
末
広
町
５
―

１　
シ
ャ
ン

ボ
ー
ル
ビ
ル
202
）

内　
容　
介
護
保
険
利
用
の
解
説
、

日
常
生
活
を
支
え
る
コ
ツ
、
マ
ナ

ー
、
家
族
介
護
支
援
な
ど

定　
員　
25
名
（
先
着
順
）

申
込
み　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は

メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ル
ク
埼

玉
西
拠
点
坂
戸
地
区
（
☎
・

282・

２
２
０
０　

m
ichio.i@

van
illa.ocn.ne.jp

）
へ

介
護
予
防
教
室

日　
時　
３
月
24
日
（土）
午
前
９
時
30

　
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
若
葉
病
院
４
階
会
議
室

　
（
戸
宮
609
）

内　
容　
認
知
症
予
防
や
転
倒
防
止

　
の
た
め
の
体
操

定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

申
込
み　
３
月
１
日
（木）
〜
電
話
で
若

葉
病
院
（
☎
283
・
３
６
３
３
）
へ

※
介
護
予
防
教
室
の
申
込
み
と
お
伝

　
え
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

対
象
者　
市
内
在
住
で
家
族
の
介
護

　
に
携
わ
る
方
又
は
興
味
の
あ
る
方

参
加
費　
無
料

※
教
室
の
内
容
等
詳
し
く
は
、
各
教

　
室
申
込
先
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

　
市
で
は
、
福
祉
３
医
療
（
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
、
こ
ど
も
医
療
費
）
の
受

給
者
に
対
し
て
福
祉
の
向
上
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
医
療

費
の
一
部
負
担
金
等
の
支
給
を
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費　
身
体

障
害
者
手
帳
１
、
２
、
３
級
、
療

育
手
帳
〇Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ

か
を
お
持
ち
の
方
（
65
歳
以
上
で

取
得
さ
れ
た
場
合
は
対
象
外
）、65

歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
障
害
認
定
を
受
け
た
方

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費　
18
歳

以
下
の
児
童
（
一
定
の
障
害
の
あ

る
児
童
は
20
歳
未
満
ま
で
）
と
そ

の
父
・
母
又
は
養
育
者

※
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た
所
得
制

　
限
有
り

◇
こ
ど
も
医
療
費　
出
生
か
ら
中
学

　
３
年
生
ま
で

　
支
給
の
対
象
に
な
る
費
用
は
、
保

険
診
療
に
基
づ
く
医
療
費
の
一
部
負

担
金
（
自
己
負
担
分
）
と
入
院
時
の

食
事
代
の
２
分
の
１
で
す
。

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
市
内
の
指
定
医
療

機
関
で
受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
原
則
と
し
て
保

険
診
療
に
お
け
る
一
部
負
担
金
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

福
祉
３
医
療
共
通
注
意
事
項

①
指
定
医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
、
医

療
機
関
ご
と
に
１
ヶ
月
の
一
部
負

担
金
の
累
計
が
２
万
１
千
円
以
上

に
な
っ
た
と
き
は
、
窓
口
で
支
払

い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
保
険
適
用
外
や
自
費
分
の
医
療
費

　
は
対
象
外
で
す
。

③
指
定
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

と
き
は
、
一
度
窓
口
で
一
部
負
担

金
を
支
払
い
、
市
に
支
給
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

④
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
共
済
給
付
制
度
に
該
当
す
る

場
合
（
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園

の
管
理
下
で
の
け
が
等
）
は
、
原

則
福
祉
３
医
療
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
学
校
等
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
に
関
す

る
問
合
せ
＝
障
害
者
福
祉
課
（
内

線
４
１
７
）、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
・
こ
ど
も
医
療
費
に
関
す

る
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内

線
４
２
４
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

医
療
費
・
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

医
療
費
・
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

　
交
通
災
害
共
済
と
は
、
皆
さ
ん
が

会
費
を
出
し
あ
い
、
交
通
事
故
に
よ

る
け
が
等
を
し
た
と
き
、
見
舞
金
を

支
払
う
相
互
扶
助
制
度
で
す
。
日
本

国
内
の
道
路
上
で
起
き
た
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
交
通
に
伴
う

接
触
等
の
事
故
が
対
象
で
す
。

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

　
す
。

加
入
資
格

◇
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

◇
前
記
の
加
入
資
格
者
の
被
扶
養
者

で
修
学
の
た
め
に
市
内
か
ら
転
出

し
て
い
る
方

共
済
期
間　
４
月
１
日
（
途
中
加
入

の
場
合
は
、
領
収
日
の
翌
日
か
ら
）

〜
平
成
31
年
３
月
31
日

共
済
会
費　
一
般
＝
900
円
、
中
学
生

　
以
下
＝
500
円

見
舞
金　
交
通
災
害
の
程
度
に
応
じ
、

２
万
円
か
ら
120
万
円
（
死
亡
時
）

を
限
度
に
支
払
い
ま
す
。

加
入
方
法　
防
災
安
全
課
、
各
出
張

所
、
郵
便
局
で
申
込
み
で
き
ま
す
。

広
報
さ
か
ど
２
月
号
で
折
込
み
し

て
い
る
「
平
成
30
年
度
市
町
村
交

通
災
害
共
済
加
入
申
込
書
」
に
記

入
の
う
え
、
会
費
を
添
え
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
日
を
指
定
し
た
受
領

会
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
次
の

受
付
場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所

◇
防
災
安
全
課
・
郵
便
局　
受
付
中

◇
各
出
張
所　
３
月
１
日
（木）
〜

問
防
災
安
全
課
（
内
線
３
１
９
）

家
族
介
護
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

家
族
介
護
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
町
村
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

市
町
村
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
事
故
も
対
象
で
す
！

「
坂
戸
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
条
例
」（
案
）の
意
見
を
募
集

「
坂
戸
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
条
例
」（
案
）の
意
見
を
募
集

坂
戸
市
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

皆
さ
ん
の
意
見
で
よ
り
良
い
広
報
さ
か
ど
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
の
意
見
で
よ
り
良
い
広
報
さ
か
ど
を
作
り
ま
し
ょ
う
！
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坂
戸
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に

基
づ
く
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
変
更
案
に

対
し
て
、
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧

期　
間　
２
月
13
日
（火）
〜
２
月
27
日

　
（火）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場　
所　
都
市
計
画
課

内　
容　
に
っ
さ
い
花
み
ず
木
地
区

地
区
計
画
及
び
坂
戸
西
イ
ン
タ
ー

周
辺
地
区
地
区
計
画
の
変
更

※
都
市
計
画
の
変
更
案
は
、
２
月
13

日
（火）
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

対　
象　
坂
戸
市
の
住
民
及
び
利
害

　
関
係
人

提
出
方
法　
２
月
27
日
（火）
午
後
５
時

15
分
（
必
着
）
ま
で
に
直
接
又
は

郵
送
で
都
市
計
画
課
（
〒
350
―

０

２
９
２　
坂
戸
市
千
代
田
１
―

１

―

１
）
へ

問
都
市
計
画
課
（
内
線
５
３
４
）

　
４
月
か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
児
童
厚

生
員
と
し
て
働
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

勤
務
時
間　
月
〜
土
曜
日　
午
前
９

　
時
〜
午
後
５
時

※
坂
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
は
火
〜
日
曜

　
日
勤
務
で
す
。

※
原
則
と
し
て
月
12
日
勤
務
で
す
。

勤
務
場
所　

◇
千
代
田
児
童
セ
ン
タ
ー

◇
坂
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

◇
大
家
児
童
セ
ン
タ
ー

◇
三
芳
野
児
童
セ
ン
タ
ー

職
務
内
容　
乳
幼
児
や
小
学
生
を
対

象
と
し
た
事
業
の
企
画
・
実
施
、

遊
び
の
見
守
り
・
指
導
、
そ
の
他

館
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

時　
給　
１
千
80
円

資　
格　
児
童
厚
生
員
、
保
育
士
、

幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
、
社
会
福

祉
士
等
（
要
相
談
）

募
集
人
員　
若
干
名

申
込
み　
履
歴
書
に
資
格
証
等
の
写

し
を
添
付
し
、
直
接
子
育
て
支
援

課
へ
（
郵
送
可
）

受
付
期
間　
２
月
19
日
（月）
（
必
着
）

面
接
日　
２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬

選　
考　
書
類
審
査
及
び
面
接

問
子
育
て
支
援
課
（
内
線
４
８
３
）

　
平
成
30
年
度
の
公
立
小
・
中
学
校

に
お
け
る
教
職
員
の
欠
員
補
充
や
、

育
児
休
業
、
病
気
等
に
よ
り
勤
務
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
教
職
員
の
代
替

と
し
て
、
臨
時
的
任
用
教
職
員
及
び

非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

◇
①
臨
時
的
任
用
教
員
・
非
常
勤
講

師
＝
教
員
普
通
免
許
状
を
所
有
し

て
い
る
方
②
学
校
栄
養
職
員
＝
栄

養
士
免
許
状
又
は
管
理
栄
養
士
免

許
状
を
所
有
し
て
い
る
方

※
①
②
と
も
所
得
見
込
み
を
含
む

◇
①
又
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
及
び
学
校
教

育
法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
者

応
募
方
法　
応
募
用
紙
と
返
信
用
封

筒
を
直
接
又
は
郵
送
で
西
部
教
育

事
務
所
（
〒
350
―

１
１
２
４　
川

越
市
新
宿
町
１
―

17
―

17
）
へ

※
郵
送
方
法
等
詳
し
く
は
、
埼
玉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
埼
玉
県
教
育
局
西
部
教
育
事
務
所

　
☎
242
・
１
８
０
５

平
成
平
成
3030
年
度
埼
玉
県
公
立
小
・
中
学
校
臨
時
的
任
用

年
度
埼
玉
県
公
立
小
・
中
学
校
臨
時
的
任
用

　
　
　
　
　
　
　
　

教
職
員
及
び
非
常
勤
講
師
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

教
職
員
及
び
非
常
勤
講
師
の
募
集

　
第
２
次
坂
戸
市
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
基
づ
き
、
市
が
実
施
す
る

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

の
推
進
を
図
る
た
め
、
計
画
の
策
定

及
び
推
進
等
の
必
要
事
項
に
つ
い
て

調
査
、
審
議
に
御
協
力
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
健
康
づ
く
り
に
関
心
が

あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

◇
市
内
に
引
続
き
１
年
以
上
住
所
を

　
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

◇
市
内
に
在
勤
又
は
在
学
す
る
20
歳

　
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
市
の

　
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
員　
２
名
（
健
康
増
進
部
会

　
１
名
、
食
育
推
進
部
会
１
名
）

任　
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

審
議
会
委
員
の
役
割　
計
画
の
策
定

及
び
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
調
査
、
審
議
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法　
２
月
28
日
（水）
（
必
着
）

ま
で
に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民

生
活
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂

戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283・

１
７
１
６　

sakado31@
city.

sakado.lg.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
民
生
活
課
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出
張
所
・

公
民
館
、
中
央
図
書
館
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
６
）

児
童
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

児
童
厚
生
員
募
集

　
　
　

児
童
厚
生
員
募
集

　
市
で
は
、
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
、
坂
戸
市
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
御

協
力
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
自
殺
対
策
の
推
進
に
関

心
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

◇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

◇
市
内
に
在
勤
又
は
在
学
す
る
20
歳

　
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
市
の

　
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
員　
３
名

任
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

審
議
会
委
員
の
役
割　
自
殺
対
策
計

画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
を
行
い

ま
す
。

応
募
方
法　
２
月
28
日
（水）
（
必
着
）

ま
で
に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民

生
活
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂

戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283・

１
７
１
６　

sakado31@
city.

sakado.lg.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
民
生
活
課
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出
張
所
・

公
民
館
、
中
央
図
書
館
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
６
）

　平成27年３月に入間郡市同和対策協議会が
発表した「人権に関する意識調査」の調査結果

３　子どもの人権について
　入間郡市12市町に在住する満20歳以上の男女
1,056 人に、子どもの人権が尊重されていない
と感じる行為について聞いたところ、「保護者
による子どもへの虐待・暴力」21.2％と最も
高く、次いで「仲間はずれや無視、身体への直
接攻撃や相手の嫌がることの強制・強要」が
20.8％でした。また、子どもの人権を守るた
めに必要なことについては、「子どもに自分を
大切にし、また他人も大切にする思いやりを教
える」19.8％、次いで「家庭内の人間関係を
安定させる」14.4％でした。
　いじめや虐待、子どもの人権をめぐる問題は、
依然として数多く発生し、深刻な状況になって
います。大人も子ども自分自身を大切にすると
ともに他人も大切にする思いやりの心、人権尊
重の精神を養っていくことが重要です。

いじめゼロ　笑顔の花が　咲き誇る
（平成29年度人権標語入選作品 ･小学５年生）

問人権推進課（内線 233）

明るい人権明るい人権㉒㉒

　
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
子
ど

も
会
活
動
な
ど
で
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
中

学
・
高
校
生
で
す
。
活
動
を
通
し
て

違
う
学
校
や
学
年
の
仲
間
が
で
き
、

学
校
の
授
業
と
は
違
っ
た
体
験
が
で

き
ま
す
。

　
養
成
講
習
会
の
様
々
な
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

期　
間　
３
月
〜
平
成
31
年
１
月
ま

　
で
全
８
回

内　
容　

◇
レ
ク
ゲ
ー
ム
研
修　
主
に
体
を
動

か
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

の
指
導
方
法
を
実
践
し
な
が
ら
学

び
ま
す
。

◇
野
外
活
動
研
修　
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
、
飯
ご

う
を
使
っ
て
カ
レ
ー
等
を
作
り
ま

す
。

◇
キ
ャ
ン
プ
実
践
研
修　
１
泊
２
日

で
、
山
登
り
や
野
外
炊
事
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
を
行
う
宿
泊

研
修
で
す
。

◇
か
る
た
大
会
実
践
研
修　
坂
戸
市

文
化
か
る
た
を
使
用
し
た
、
子
ど

も
会
か
る
た
大
会
で
の
審
判
等
を

担
当
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
地

区
子
ど
も
会
の
活
動
を
手
助
け
し
ま

す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
平
成
30
年
度

　
中
学
１
年
生

定　
員　
20
名
程
度

申
込
み　
２
月
28
日
（水）
ま
で
に
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
又
は
郵
送
で
社
会
教
育
課

（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂
戸
市
千

代
田
１
―

１
―

１
）
へ

※
一
部
研
修
は
実
費
負
担
が
あ
り
ま

す
（
約
４
千
円
）。
ま
た
、
交
通

費
は
自
己
負
担
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
内
小
学
校
で
配
布

さ
れ
た
申
込
書
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
（
内
線
５
８
４
）

平
成
平
成
3030
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

年
度
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
習
生
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
習
生
を
募
集
‼‼

　
坂
戸
都
市
計
画
片
柳
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
区
域
内
の
都
市
計

画
道
路
等
に
つ
い
て
、
変
更
原
案

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

日　
時　
２
月
21
日
（水）　
午
後
７

　
時
〜

場　
所　
市
役
所
201
会
議
室

内　
容　
都
市
計
画
道
路
・
市
街

　
地
整
備
事
業
の
変
更

対　
象　
坂
戸
市
に
住
所
を
有
す

　
る
個
人
及
び
法
人

問
都
市
計
画
課
（
内
線
５
３
３
）

都
市
計
画
道
路
等
の

都
市
計
画
道
路
等
の

　　

      

変
更
原
案
説
明
会

変
更
原
案
説
明
会

坂
戸
市
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
自
殺
対
策
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
自
殺
対
策
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
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開
館
15
周
年
記
念
特
別
展　
生
誕
130
年

小こ
む
ら村
雪せ

っ
た
い岱－「
雪
岱
調
」の
で
き
る
ま
で

日
３
月
11
日
（日）
ま
で
場
川
越
市
立
美
術
館

（
川
越
市
郭
町
２

－

30

－

１
）
内
現
在
の

坂
戸
小
学
校
を
卒
業
し
、
多
分
野
で
才
能

を
発
揮
し
た
日
本
画
家
、
小
村
雪
岱
の
展

覧
会
費
一
般
600
円
、
大
学
・
高
校
生
300
円
、

中
学
生
以
下
無
料
※
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
（
１
名
）

は
無
料
問
川
越
市
立
美
術
館
☎
228
・
８
０

８
０２

月
の
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン　

時
間
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
内
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
保
護
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
対
乳
児
と
保
護
者
費
無
料
持
ミ
ル
ク
、

飲
物
、
お
む
つ
申
不
要

中
央
図
書
館
各
種
催
し

中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

◇
お
は
な
し
本
棚

日
２
月
14
日
（水） 

10
時
30
分
〜
10
時
50
分
場

入
西
つ
ど
い
の
広
場
内
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
対
幼
児
と
保
護
者

◇
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

日
２
月
15
日
（木） 

11
時
〜
11
時
20
分
内
絵
本

や
紙
芝
居
な
ど
対
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者
定
15
組
（
先
着
順
）

◇
わ
く
わ
く
子
ど
も
映
画
会

日
２
月
18
日
（日） 

10
時
30
分
〜
内
「
ム
ー
ミ

ン
谷
の
彗
星
（
約
62
分
）」
対
幼
児
〜
定

80
名
（
先
着
順
）

《
共
通
事
項
》
費
無
料
申
不
要

女
性
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
281
・
３
５
９
５

日
３
月
10
日
（土）
９
時
30
分
〜
15
時
内
女
性

セ
ン
タ
ー
利
用
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
作
品

展
示
・
発
表
、
菓
子
・
弁
当
販
売
、
お
茶

席
、
バ
ザ
ー
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
鶴
田
氏
に

よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
・
歌
等
費
無
料
申
不
要

２
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院

時
間
９
時
30
分
〜
11
時
内
お
も
ち
ゃ
の
修

理
費
無
料
（
部
品
代
は
有
料
）
申
不
要

ヤ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー

２
０
１
８
春

文
化
会
館
ふ
れ
あ
☎
282
・
０
１
０
０

日
２
月
18
日
（日） 

16
時
30
分
〜
内
小
学
生
か

ら
大
人
の
参
加
者
が
、
ア
メ
リ
カ
の
若
者

と
一
緒
に
歌
と
踊
り
の
シ
ョ
ー
を
作
っ
て

発
表
費
１
千
円
申
不
要
主
催
ヤ
ン
グ
ア
メ

リ
カ
ン
ズ
㏌
坂
戸
実
行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
じ
ぶ
ん
未
来
ク
ラ
ブ
、
文
化
会
館
ふ

れ
あ

わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば

千
代
田
保
育
園
☎
283
・
７
２
４
４

日
３
月
２
日
（金） 

10
時
〜
11
時
内
ひ
な
ま
つ

り
会
対
乳
幼
児
と
保
護
者
費
無
料
申
２
月

20
日
（火） 

10
時
〜
直
接
又
は
電
話

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
春
の
草
花
展

日
２
月
17
日
（土）
〜
３
月
11
日
（日）
９
時
30
分

〜
16
時
場
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
（
滑

川
町
山
田
１
９
２
０
）
内
①
早
春
を
彩
る

花
た
ち
が
植
物
園
に
大
集
合
②
ス
ノ
ー
ド

ロ
ッ
プ
や
早
咲
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
を

楽
し
め
る
「
早
春
の
花
散
策
コ
ー
ス
」
の

登
場
費
高
校
生
以
上
410
円
、
65
歳
以
上
210

円
、
小
・
中
学
生
80
円
問
同
園
☎
０
４
９

３
・
57
・
２
１
１
１

広告

 場

所

 日 

（曜）

 
電
話
番
号

282
・
３
０
９
９

三
芳
野
児
童

セ
ン
タ
ー

 13 

（火）
 20 

（火）
 27 

（火）

千
代
田
児
童

セ
ン
タ
ー

 13 

（火）
 27 

（火）

284
・
１
４
２
５

大
家
児
童

セ
ン
タ
ー

 1 

（木）
 15 

（木）

坂
戸
児
童

セ
ン
タ
ー

 9 

（金）
 23 

（金）

284
・
４
８
１
３

283
・
４
３
７
８

 
場

所

 日 

（曜）

 
電
話
番
号

千
代
田
児
童

セ
ン
タ
ー

1 

（木）

282
・
３
０
９
９

三
芳
野
児
童

セ
ン
タ
ー

15 

（木）

284
・
４
８
１
３

坂
戸
児
童

セ
ン
タ
ー

21 

（水）

283
・
４
３
７
８

　２月22日、３月１日・８日毎回木曜日10時～正午
　全３回
　読み聞かせの基本、実習等
　市内在住・在勤・在学者（ボランティア活動を希望す
る方）で全日程に出席できる方
　15名（先着順）
　無料
　　神原和子氏（元小川町立図書館副館長）
　２月７日（水）～直接又は電話
問中央図書館☎281・6369
申
講師
費
定

対
内

日

問
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広告

お
知
ら
せ

愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

庶
務
課
（
内
線
２
１
４
）

高
齢
者
福
祉
課
へ　
金
20
万
円
＝
富
國
物

産
株
式
会
社
・
り
っ
ち
ら
ん
ど
坂
戸
店

　
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室
休
止

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
２
）

　
受
水
槽
清
掃
の
た
め
、
浴
室
が
休
止
と

な
り
ま
す
。
浴
室
以
外
は
通
常
ど
お
り
開

館
し
ま
す
。

休
止
日
◇
城
山
荘
２
月
６
日
（火）
◇
こ
と
ぶ

き
荘
２
月
８
日
（木）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
２
）

　
館
内
特
別
清
掃
の
た
め
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
◇
城
山
荘
３
月
22
日
（木）
◇
こ
と
ぶ

き
荘
３
月
21
日
（水）

水
質
検
査
結
果
ガ
イ
ド

　
水
道
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検

査
結
果
は
、
水
質
検
査
計
画
と
と
も
に

「
２
０
１
６
年
度
版
水
道
水
水
質
検
査
結

果
ガ
イ
ド
」
と
し
て
、
２
月
中
旬
以
降
に

中
央
図
書
館
・
分
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
浄
水
課
☎

285
・
８
１
３
８

坂
戸
浄
水
場
受
電
設
備
法
定
点
検

　
坂
戸
浄
水
場
受
電
設
備
法
定
点
検
を
実

施
し
ま
す
。
停
電
作
業
中
及
び
作
業
終
了

後
、
水
道
水
が
濁
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
水
の
く
み
置
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
２
月
９
日
（金） 

23
時
〜
10
日
（土）
５
時
問
坂

戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
浄
水
課
☎
285
・

８
１
３
８

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
説
明
会

障
害
者
福
祉
課
5 

283
・
１
８
３
０

日
３
月
３
日
（土） 

13
時
〜
15
時
場
市
役
所
対

聴
覚
障
害
者
又
は
聴
覚
障
害
者
と
関
わ
り

の
あ
る
方
申
不
要
※
民
生
委
員
制
度
に
関

す
る
講
座
も
行
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

納
税
課
（
内
線
２
８
６
）

　
市
税
な
ど
の
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
等
の
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

　
公
売
財
産
の
詳
細
は
、２
月
15
日
に「
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
予
定
で
す
。

参
加
申
込
期
間
２
月
15
日
（木）
〜
27
日
（火）
入

札
期
間
３
月
６
日
（火）
〜
13
日
（火）

※
完
納
な
ど
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目
①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
②

予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）
③
自
衛
官
候
補

生
応
募
資
格
①
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
男

女
②
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

す
る
男
女
（
53
歳
未
満
又
は
55
歳
未
満
の

資
格
）③
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女（
採

用
予
定
月
の
１
日
現
在
）
※
平
成
30
年
４

月
１
日
現
在
試
験
日
①
②
４
月
14
日
（土）
〜

18
日
（水）
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
③
受
付

時
に
お
知
ら
せ
受
付
期
限
①
②
４
月
６
日

（金）
③
通
年
問
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
自
衛
隊
入
間
地
域

事
務
所
☎
04
・
２
９
２
３
・
４
６
９
１

※
自
衛
隊
入
間
地
域
事
務
所
で
は
、
毎
月

１
回
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

業
務
取
扱
時
間
の
変
更

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
４
）

　

４
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
業
務
取
扱
時
間
が
、
こ
れ
ま
で
の
平
日

９
時
〜
17
時
か
ら
平
日
10
時
〜
17
時
に
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

募
集南

魚
沼
・
雪
掘
り
応
援
団
２
０
１
８

市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
５
）

日
①
２
月
16
日
（金）
〜
17
日
（土）
②
２
月
21
日

（水）
〜
22
日
（木）
※
各
日
と
も
１
泊
２
日
内
南

魚
沼
市
山
村
集
落
の
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
定
各
回
20
名
（
先
着
順
）
※
最

少
催
行
人
数
４
名
費
８
千
760
円
（
一
泊
三

食
、
消
費
税
及
び
入
湯
税
込
）
※
交
通
費

は
自
己
負
担
申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
（
特
非
）
六
日
町
観
光
協
会
（
〒
949

‒

６
６
８
０
新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
140

‒

２
、
☎
025
・
770
・
１
１
７
３
、
5 

025
・

770
・
１
１
８
３
）
に
電
話
又
は
同
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
又
は
郵
送

催
し２

月
の
ふ
れ
あ
い
保
育

時
間
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
内
保
育
園
で

の
生
活
や
遊
び
を
体
験
対
８
か
月
以
上
の

乳
幼
児
と
保
護
者
定
各
園
５
名
程
度
費
無

料
申
２
月
７
日
（水） 

10
時
〜
電
話

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

時
間

募
集
種
目

応
募
資
格

受
付
期
限

試
験
日

参
加
申
込
期
間

入

札
期
間

休
止
日

休
館
日

募

　集

募

　集

 保
育
園
名

 日
（曜）

 
電
話
番
号

東
坂
戸
保
育
園

9 

（金）
　
283
・
３
９
７
７

千
代
田
保
育
園

20 

（火）
　
283
・
７
２
４
４

溝
端
保
育
園

14 

（水）
　
281
・
８
６
６
５

薬
師
保
育
園

14 

（水）
　
282
・
３
１
８
８

城
山
保
育
園

14 

（水）
　
286
・
９
５
１
１

み
の
り
保
育
園

14 

（水）
　
283
・
８
４
６
１

あ
さ
ば
保
育
園

9 

（金）
　
281
・
３
０
０
１

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
・
坂
戸
15 

（木）
　
283
・
４
２
８
３

さ
つ
き
保
育
園

14 

（水）
　
288
・
７
７
１
５

ア
ス
ク
わ
か
ば
保
育
園

16 

（金）
　
280
・
５
７
７
７

レ
イ
モ
ン
ド
坂
戸
保
育
園

14 

（水）
　
298
・
６
２
０
６

む
ぎ
の
こ
保
育
園

20 

（火）
　
284
・
８
４
５
８

催

　し

催

　し
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手
作
り
ハ
ー
ブ
石
け
ん
講
座

政
策
企
画
課
（
内
線
１
３
４
）

日
２
月
16
日
（金） 

16
時
〜
18
時
30
分
場
北
坂

戸
に
ぎ
わ
い
サ
ロ
ン
城
西
大
学
（
北
坂
戸

駅
東
口
）
内
城
西
大
学
女
子
学
生
と
手
作

り
ハ
ー
ブ
石
け
ん
作
り
定
20
名
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）
費
無
料
申
２
月

14
日
（水）
ま
で
に
城
西
大
学
総
務
課
（
☎
286
・

２
２
３
３
）
へ
電
話

ま
ち
か
ど
伝
言
板

出
か
け
ま
せ
ん
か

「
日
本
と
再
生
」
上
映
会

日
２
月
17
日
（土）
①
13
時
30
分
〜
16
時
場
入

西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
定
300
名
（
先
着
順
）

費
一
般
１
千
円（
前
売
り
800
円
）、学
生
及

び
障
害
者
500
円
、中
学
生
以
下
無
料
申
「
日

本
と
再
生
」
上
映
実
行
委
員
会
武
井
☎
090
・

９
８
５
４
・
５
１
７
５

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験
教
室

日
２
月
４
日
〜
４
月
15
日
毎
回
土
・
日
曜

日
９
時
〜
17
時
場
勝
呂
小
学
校
対
幼
児
〜

小
学
３
年
生
費
無
料
申
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
関
☎
090
・
９
６
８
６
・
９

３
３
６

ギ
タ
ー
初
心
者
講
習
会

日
◇
説
明
会
２
月
25
日
（日）
◇
講
習
３
月
５

日
（日）
〜
毎
月
第
１
・
３
・
４
日
曜
日
９
時

〜
10
時
又
は
11
時
全
12
時
間
場
中
央
公
民

館
対
成
人
（
未
経
験
者
可
）
費
９
千
円
申

坂
戸
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
松
本
☎
283
・

２
３
０
１
（
平
日
19
時
〜
21
時
）

第
26
回
ら
ん
だ
む
絵
画
展

日
３
月
１
日
（木）
〜
４
日
（日） 

10
時
〜
17
時（
４

日
は
16
時
ま
で
）
場
文
化
会
館
ふ
れ
あ
費

無
料
問
同
絵
画
展
実
行
委
員
会
中
谷
☎
284
・

１
８
７
８

成
年
後
見
人
制
度
学
習
会

日
２
月
17
日
（土） 

13
時
20
分
〜
16
時
場
鶴
ヶ

島
市
女
性
セ
ン
タ
ー
（
鶴
ヶ
島
市
脚
折
１

９
２
２

‒
７
）
定
30
名
（
先
着
順
）
費
無

料
申
高
次
脳
機
能
障
害
者
を
支
え
る
会
こ

も
れ
び
草
島
☎
080
・
２
３
４
３
・
５
０
５

２大
人
の
た
め
の
英
会
話
・

韓
国
語
市
民
講
座

日
３
月
７
日
〜
５
月
２
日
毎
回
水
曜
日
全

10
回
場
坂
戸
駅
前
集
会
施
設
費
８
千
円
申

国
際
文
化
交
流
協
会
前
田
☎
090
・
６
４
８

９
・
２
８
０
３

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

日
毎
週
水
曜
日
10
時
〜
正
午
場
健
康
増
進

施
設
サ
ン
テ
さ
か
ど
対
女
性
費
月
１
千
円

問
篠
原
☎
284
・
０
６
９
８

手
作
り
和
菓
子
和
子
グ
ル
ー
プ

日
毎
月
第
３
月
曜
日
13
時
〜
16
時
場
勤
労

女
性
セ
ン
タ
ー
対
成
人
費
月
１
千
500
円
問

品
玉
☎
284
・
１
１
０
９

坂
戸
菜
友
会

日
毎
月
１
回
日
曜
日
９
時
〜
10
時
30
分
場

入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
隣
り
の
畑
対
成

人
費
年
６
千
500
円
問
荒
川
☎
090
・
１
５
０

６
・
６
８
４
６

レ
イ
ン
ボ
ー

２
０
１
７
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

川
越
大
会

日
３
月
31
日
（土）
９
時
30
分
〜
正
午
（
受
付

開
始
は
８
時
〜
）
場
川
越
運
動
公
園
（
川

越
市
下
老
袋
388

‒

１
）
内
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

と
一
緒
に
約
2.7
㎞
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
サ
イ
ン
会
な
ど
参
加
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
①
伊
藤
華
英
氏
（
水
泳
・
競
泳
）

②
宮
下
純
一
氏
（
水
泳
・
競
泳
）
③
酒
井

友
之
氏（
サ
ッ
カ
ー
）④
畠
山
愛
理
氏（
体

操
・
新
体
操
）
⑤
三
宅
宏
実
氏
（
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
⑥
山
本
隆
弘
氏
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
定
１
千
名
（
抽
せ
ん
）
費

無
料
問
川
越
市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
室
☎

224
・
６
３
１
５

※
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
川
越
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
事
前
申
込

制
と
な
り
ま
す
。

１
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　

１
月
号
25
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

訂
正
箇
所
◇
感
謝
状
贈
呈
式
の
写
真
の
説

明
文

（
誤
）「
櫻
田
さ
ん
」

（
正
）「
本
間
さ
ん
」

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
し
、
こ
こ
に
訂
正
し
ま
す
。

　２月25日（日）10時～11時45分
　三芳野公民館
※駐車台数の数に限りがあります。
　子どもから高齢者まで（運動制限のない方）
　100 名（先着順）
　無料 
　　鈴木大輔氏（ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導者）、
舘野伶奈氏（ＮＨＫテレビ・ラジオ体操アシスタント）
持体育館履き、飲物、タオル
　不要
問スポーツ推進課（内線 596）

費

持
申

講師

定
対

日
場

問

ま
ち
か
ど
伝
言
板

ま
ち
か
ど
伝
言
板

レ
イ
ン
ボ
ー
情
報

訂
正
箇
所

参
加
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
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 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

あ
そ
ぼ
う
会
＆
出
張
あ
そ
ぼ
う
会

（
サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
288
・
２
１
４
１

【
あ
そ
ぼ
う
会
】

日
３
月
６
日
〜
20
日
毎
回
火
曜
日
10
時
〜

11
時
30
分
全
３
回
内
人
形
劇
を
楽
し
も
う

等
対
１
歳
〜
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保

護
者

【
出
張
あ
そ
ぼ
う
会
】

日
・
場
▽
３
月
９
日
（金）
勝
呂
公
民
館
10
時

〜
11
時
30
分
内
手
あ
そ
び
ふ
れ
あ
い
あ
そ

び
対
０
歳
〜
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
と

保
護
者

【
坂
戸
つ
ど
い
の
広
場
】

日
３
月
22
日
（木） 

11
時
〜
11
時
30
分
内
ふ
れ

あ
い
あ
そ
び
対
０
歳
〜
小
学
校
就
学
前
の

乳
幼
児
と
保
護
者

教
室
・
講
座

健
康
貯
筋
の
た
め
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

日
①
３
月
１
日
・
15
日
②
３
月
８
日
・
22

日
毎
回
木
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
場
①
大

家
公
民
館
②
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
内
ス
ト

レ
ッ
チ
、
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
等
対
お
お
む

ね
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な
い
方
定
20

名
（
先
着
順
）
費
無
料
持
体
育
館
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
物
、
運
動
で
き
る
服
装
申
２

月
９
日
（金）
〜
高
齢
者
福
祉
課
へ
直
接
又
は

電
話

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日
２
月
９
日
（金） 

13
時
30
分
〜
16
時
（
開
場

は
12
時
30
分
）
場
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

小
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町

１

‒

７

‒

５
）
内
①
鍵
屋
一
氏
（
跡
見
学

園
女
子
大
学
教
授
、
内
閣
府
災
害
時
要
援

護
者
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
委
員
）

に
よ
る
講
演
②
表
彰
団
体
に
よ
る
事
例
発

表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
定
500
名

（
先
着
順
）
費
無
料
申
不
要
問
埼
玉
県
危

機
管
理
課
☎
048
・
830
・
８
１
４
１

総
合
事
業
に
お
け
る
基
準
緩
和
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
研
修
会

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

日
３
月
６
日
（火）
◇
管
理
者
研
修
会
９
時
30

分
〜
正
午
◇
従
事
者
研
修
会
９
時
30
分
〜

17
時
30
分
※
各
研
修
と
も
受
付
は
９
時
〜

場
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
内

総
合
事
業
の
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
（
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
）

の
管
理
者
、
従
事
者
と
し
て
従
事
す
る
た

め
の
研
修
会
で
、
総
合
事
業
の
制
度
や
利

用
者
へ
の
接
し
方
、
介
護
保
険
制
度
等
に

つ
い
て
学
ぶ
対
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
の

管
理
者
や
従
事
者
に
従
事
予
定
の
方
費
無

料
申
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
283
・
１
５
９

７
）
へ
電
話

※
総
合
事
業
の
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
を

運
営
す
る
場
合
は
、
こ
の
研
修
会
の
受
講

が
必
須
と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

―
竹た

け
の
う
ち内 

啓ひ
ら
く

の
夢
と
挫
折
―

中
央
公
民
館
☎
281
・
１
５
６
７

日
２
月
21
日
（水）
・
28
日
（水） 

14
時
〜
16
時
全

２
回
対
市
内
在
住
・
在
勤
者
定
30
名
（
先

着
順
）
費
無
料
講
師
大お
お
ず圖
口こ
う
し
ょ
う承
氏
申
２
月

７
日
（水）
〜
直
接
又
は
電
話

薮や
ぶ
う
ち内
正ま

さ
ゆ
き幸
絵
本
原
画
展
・
講
演
会

中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

◇
動
物
画
家
・
薮
内
正
幸
絵
本
原
画
展

日
２
月
24
日
（土）
〜
３
月
３
日
（土）
９
時
30
分

〜
18
時
内
動
物
た
ち
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ

し
で
描
か
れ
た
「
し
っ
ぽ
の
は
た
ら
き
」

「
ど
う
ぶ
つ
の
お
か
あ
さ
ん
」
な
ど
の
絵

本
や
鳥
の
図
鑑
、
科
学
読
み
も
の
挿
絵
の

原
画
展
費
無
料

◇
講
演
会
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ

ー
動
物
画
家
薮
内
正
幸
に
つ
い
て
」

日
３
月
４
日
（日） 

14
時
〜
16
時
定
70
名
（
先

着
順
）
費
無
料
講
師
薮
内
竜
太
氏
（
薮
内

正
幸
美
術
館
館
長
）
申
２
月
７
日
（水）
〜
直

接
又
は
電
話

フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
り
教
室

三
芳
野
公
民
館
☎
281
・
０
０
５
８

日
３
月
11
日
、
４
月
15
日
、
５
月
13
日
、

６
月
17
日
毎
回
日
曜
日
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
全
４
回
対
市
内
在
住
・
在
勤
者
定
30

組
（
先
着
順
）
費
１
組
１
千
500
円
（
種
芋
、

肥
料
代
等
）
申
初
め
て
参
加
の
方
は
２
月

14
日
（水）
８
時
30
分
〜
、
２
回
目
以
降
の
方

は
15
日
（木）
９
時
〜
参
加
費
を
添
え
て
直
接

※
15
日
は
９
時
で
定
員
を
超
え
た
場
合
、

抽
せ
ん

広告

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

環境学館いずみ3月の講座
日（曜） 時間 対 象内 容 定員（先着順）

10時～正午

10名

無料

パックde 石けん
～牛乳パックでリサイクル～

200円

参加費

えひめＡＩを作ってみよう！
～自宅からはじめる環境浄化～

EMで作る家庭菜園
－畑や悪臭処理などに利用でき
るEM活性液の作り方－（※１）

７（水）
14（水）

15（木）

６（火）
22（木）

８（木）

10時～11時

５名

一般

一般

一般

一般

各講座の持ち物は、受付時にお伝えします。　2月10日（土）9時30分～環境学館いずみ（☎284・7115）へ
※1　２日間の講座で両日とも受講できる方　　※2　マスク、ゴム手袋、エプロンを
持参し、長袖・長ズボンを着用してください。　※3　親子での参加可

申

20名

15名

無料

９時～
14時30分
13時30分～
15時30分

廃食油リサイクル粉石けん
づくり（※２）

無料

10時～
11時30分

無料18（日） 20名理科教室
－エコ発電機を作ろう－

小学4～6年
生（※3）
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３31
まで

健診対象者には必要な書類を郵送しました。

２月の乳幼児健診
乳幼児健診　　　　　　 対象者　　　　　　　　 日（曜）

３か月 児 健 診

１０か月児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

19 日 （月） ・27 日 （火）

 20 日 （火） ・ 28 日 （水）

 6 日 （火） ・ 14 日 （水）

 8 日 （木） ・ 15 日 （木）

 2 日 （金） ・ 5 日 （月）
 13 日 （火）

平成 29 年 11 月生まれ

平成 29 年 4 月生まれ

平成 28 年 6 月 26 日～
   7 月 30 日生まれ

平成 28 年 1 月 30 日～
   2 月 29 日生まれ

平成 26 年 9 月 29 日～
   11 月 3 日生まれ

休日・夜間の救急医療機関
日 医療機関名（診療科目）

坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所（内・小）　☎289・1199
坂戸市石井 2327－5
診療時間：９時～正午、14 時～17 時、18 時～ 21時

坂 戸 中 央 病 院　☎283・0019
関 越 病 院　☎285・3161
埼玉医科大学病院　☎276・1465（小児救急医療も対応）

全休日

全　日
（24時間）

下記の医療機関は、眼科の在宅当番医で、９時～17時まで診療しています。

にし眼科クリニック　☎271・2424 2 月 11 日

２月の健康 Health Center Information 市民健康センター ☎ 284・1621
4 284・3939

市民の健康づくりをお手伝いするため、保健師・栄養士・歯科衛生士が相談に応じています。気軽にご利用ください。

 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

人間ドックや職場などで受診した
健診結果をご提出ください
　市では、坂戸市国民健康保険加
入者の健康状態を把握し、効果的
な保健事業を実施するため、人間
ドックや職場などで受診した健診
結果の提出をお願いしています。
対 40～74歳の坂戸市国民健康保険
加入者で、市の特定健診を受診せ
ず、人間ドックや職場などで健診
を受診した方　提出先健康保険課
又は市民健康センターへ健診結果
の写しを提出してください。（別途
書類のご記入をしていただきます）。
郵送を希望される方は、市民健康
センターへご連絡ください。
※受診の結果、生活習慣の改善が
必要な方は、市の保健師や栄養士
による健康相談をご利用いただけ
ますので、市民健康センターへお
申込みください。

未接種の方はお早めに
高齢者肺炎球菌ワクチン
定期予防接種
　高齢者肺炎球菌ワクチン定期予
防接種平成29年度対象者の接種期
間は、3月31日（土）までです。ま
だ接種されていない方で、希望さ
れる場合は、お早めに接種してく
ださい。
費 3,000円　※生活保護世帯や市
民税非課税世帯等の方は、事前の
申請により無料になります。

離乳食講習会

日３月７日（水）13時15分～15時　  
内離乳食の講話と試食　対市内在
住で４か月～１歳未満の乳児と保
護者　定 24組（申込み多数の場合
は初めて参加する方を優先）  費無
料　申２月９日（金）～

パパママ教室ダイジェスト

日３月10日（土）９時～　内妊娠中
の体・心・栄養・歯についての講
話、子育てサービスの紹介、お風
呂の入れ方の実習・妊婦体験等　
対別に実施している３日間コース
に参加できない市内在住の妊婦と
家族  定 24組（先着順）　費無料　
申２月13日（火）～

乳幼児健康相談
日２月21日（水）９時30分～10時30
分  内身体計測と保健・栄養・歯
科・母乳相談　対乳幼児と保護者  
費無料  申不要

献血にご協力ください

日２月22日（木）９時30分～11時45
分、13時～16時　場市役所　持本人
確認できる物（免許証・保険証な
ど）※当日の問診や検査の結果に
よっては、献血できないこともあ
ります。

こころの専門相談
日２月19日（月）13時～15時  内精
神科医師によるこころの健康相談  
対ストレスによる強い不安や不眠に
悩んでいる方、こころの健康に心配
のある方、うつ症状や精神科の病
気が疑われる方等で、本人又はそ
の家族（事前に保健師が相談内容
をお聞きします。）　定 3組(先着順)  
費無料  申２月15日（木）まで

提出先
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※予…予約制（原則相談日の一週間前から開始。詳しくはお問合せください。）
※各相談とも祝日を除く。相談時間は、正午～13：00を除く。

相談名・相談内容 日程・曜日 時　　間 問　合　せ会　　場
法律（弁護士）●予 …金銭・不動産ト
ラブル、夫婦・親子・相続等の法律問題
法律（司法書士）●予 …多重債務・
離婚・相続・成年後見等
登記 …土地・建物の登記手続・書
類の作成等
行政書士 …遺言書・契約書・離
婚・相続手続等
行政（なんでも） …行政機関に
対する意見・苦情等
新・増築（住まい） …部屋の増
改築・修繕等
不動産（宅地建物取引士）●予 …
土地・建物等不動産の有効活用等
不動産（不動産鑑定士）●予 …土
地・建物の適正価格算定、賃料の算定
消費生活 …契約やサービスに
関するトラブル等
女性 …女性としての様々な悩み、
夫や恋人からの暴力、LGBT等
人権 …プライバシー、障がい者、
同和問題、家庭・近隣トラブル等
税務 …相続・贈与・マイホーム取
得等に関わる税のしくみ
内職 …内職を希望する市民を対
象にした相談及び斡旋
職業 …坂戸市ふるさとハロー
ワークが仕事探しを応援
ふれあい・福祉総合 …福祉に
関する総合相談
生活困窮者自立支援 …生活
困窮者の自立に向けた相談
家庭児童 …子どものしつけ・性格・
ことばの遅れ等、子どもの育児上の悩み

子育て支援利用 …保育園・幼
稚園等の施設や、地域の子育て支
援事業の利用の案内・相談

母子・父子自立支援 …経済的な
自立に向けた就業及び生活面の相談
子育て …就学前の乳幼児に関す
る子育ての不安・心配・悩み
教育 …小・中学生の生活や学習、
性格、行動、心や体に関する相談

心配ごと …悩みの解決に向け
た助言や情報提供等

市役所　☎283・1331

 2 日 （金） ・ 8 日 （木）
 14 日 （水） ・ 20 日 （火）
 6 日 （火） 

 6 日 （火） 

 13 日 （火） 

 20 日 （火）

 22 日 （木）

 22 日 （木）

 9 日 （金） 

毎週月・水・木・金

 5 日 （月） ・ 19 日 （月）

 12 日 （月） 

 15 日 （木） 

毎週火・金

毎週月～金

毎週月～金

毎週月～金

毎週月～金

毎週火・木・金

 2 日 （金） ・ 13 日 （火）
 8 日 （木） ・ 27 日 （火）
 9 日 （金） ・ 15 日 （木）
 16 日 （金） ・ 20 日 （火）
 1 日 （木） ・ 23 日 （金）
 6 日 （火） ・ 22 日 （木）
毎週火・木（その他の曜日
も電話等で随時予約受付）

毎週月～金

毎週月～金

 6 日 （火）
 12 日 （月）
 14 日 （水）
 15 日 （木）
 22 日 （木）
 23 日 （金）

市役所

勤労女性センター

市役所

内職相談室（市役所内）

坂戸市ふるさと
ハローワーク（市役所内）
ふれあい・福祉総合相談
コーナー（福祉総務課内）
自立生活サポートセンター
（市役所内）
家庭児童相談室
（子育て支援課内）
子ども・子育て支援相談室
（子育て支援課内）
千代田児童センター
大家児童センター
坂戸児童センター
三芳野児童センター
入西つどいの広場
坂戸つどいの広場
子ども・子育て支援相談室
（子育て支援課内）
子育て支援センター
（坂戸保育園内）

教育センター

東坂戸団地集会所
大家公民館
福祉センター
文化施設オルモ
西坂戸自治会館
入西地域交流センター

市民生活課（内線 314）

坂戸市消費生活センター（内線 191）

勤労女性センター（内線 371）
※予約制（電話相談有り）

人権推進課（内線 233）

課税課（内線 274）

内職相談室☎ 284・5872

ふるさとハローワーク☎ 284・0038

ふれあい・福祉総合
相談担当（内線 507）
自立生活サポートセンター
☎ 283・1112

子育て支援課（内線 484）

子育て支援課（内線 490）

子育て支援課（内線 429）

子育て支援センター
☎ 288・2141※面談は予約制
教育センター☎ 283・7301
            ☎ 289・9661

坂戸市社会福祉協議会
☎ 283・1597

 10 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～ 正午

 13 ： 00 ～ 15 ： 00

 10 ： 00 ～ 正午

 13 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～ 正午

 10 ： 00 ～ 15 ： 30

 13 ： 00 ～ 17 ： 00

 9 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～ 15 ： 00

 10 ： 00 ～ 16 ： 00

 9 ： 00 ～ 17 ： 00

 8 ： 30 ～ 17 ： 15

 8 ： 30 ～ 17 ： 15

 9 ： 00 ～ 17 ： 00

 13 ： 00 ～ 16 ： 00

 9 ： 30 ～ 11 ： 45

 10 ： 00 ～ 11 ： 45

 9 ： 00 ～ 16 ： 00

 9 ： 00 ～ 正午

 9 ： 00 ～ 16 ： 30

 9 ： 30 ～ 12 ： 30

 9 ： 00 ～ 正午

広告

エネルギー０の住まい・天然木材造り
ゼ ロ
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※市ホームページ「広報さかど Sakado Watching
　番外編」　にもイベント写真を公開しています。

※ 皆さんの身近で起きた楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください！！
※ 地域の話題を掲載しています。写真の掲載にご理解とご協力をお願いします。
※ この広報紙にあなたが写っていましたら、広報広聴課（内線164・165）へご連絡ください。写真をさしあげます。

　正月のしめ縄を作る「しめ縄作り教室」が入西
地域交流センターで開催され、23名の方が参加さ
れました。
　当日は、しめ縄の代表である門飾り・玄関飾り・
ごぼう締めに挑戦し、参加者は日本の伝統文化を
感じながら、家内安全の願いを込めて藁

わら

を編んで
いきました。

しめ縄づくり教室 12/2

様々なしめ方に挑戦

古くから親しまれる縁起物

　釈尊降誕祭で有名な永源寺で、新春恒例の「だ
るま市」が開催され、大小様々なだるまが出店に
並びました。
　だるまは、開運、家内安全、商売繁盛などの演
技物として古くから親しまれ、会場を訪れた方々
は「今年も良い１年になりますように」とだるま
に願いをかけていました。

永源寺のだるま市1/10
12/26

　11月11日に市内で発生した建物火災において、
有効な初期消火をしていただいた、市内在住の須
藤桂司さんを「消防協力者」として表彰しました。
　須藤さんは「会社で消火器の使い方や訓練をし
ていたので、その経験が活きました。火事が大き
くならなくて本当に良かった。」と安

あ ん ど

堵の表情を
浮かべていました。

初期消火で被害を最小限に防ぐ

市内在住・須藤桂司さんを表彰

新春を飾る恒例行事

　江戸時代から行われている、新春恒例の伝統
行事「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防出初め式」が、
ワカバウォーク駐車場で開催されました。
　当日は天気にも恵まれ約5,000名が来場し、鳶

とび

組合によるはしご乗り、坂戸市の伝統芸能の「大
宮住吉神楽」、坂戸中学校吹奏楽部の演奏など
を観覧のほか、消防車に乗っての写真の撮影や
水消火器での的当て、地震体験車など数多くの
体験コーナーを経験したりと、皆さん楽しい時
間を過ごしていました。
　また、坂戸市イメージキャラクターの「さか
ろん」などに坂戸市消防団のＰＲ特別団員とし
て辞令が交付されました。

消防組合消防出初め式１/７

Pick up
旧友との再会で笑顔こぼれる

　１月７日、市内７か所で成人式が開催され、
新たな門出を迎えた1,080名（式出席者693名）
が、大人の仲間入りを果たしました。
　新成人の皆さんは、久しぶりに対面した友人
とこれまでの思い出と未来への希望を語り合い、
新たな決意と自覚を胸に、これから始まる新し
い道に向かって歩み始めました。

坂 戸 市 成 人 式

市民カメラマン　池田宏一さん撮影

市民カメラマン　中庭妙子さん撮影

Pick up

市民カメラマン　佐藤直裕さん撮影

市民カメラマン　荘司和則さん撮影

市民カメラマン　鈴木行男さん撮影

市民カ市民カカメラメララララララ ン 佐ン 佐ンン 佐藤直裕藤直裕藤直裕藤直裕藤直裕直 さん撮ささん撮影影
迅速かつ継続的な消防活動が可能に

　坂戸・鶴ヶ島消防組合は、管内のコンクリート
ミキサー車を所有する㈲近藤商店（坂戸市）及び
㈲廣嶋建材店（鶴ヶ島市）と「災害時における消
防用水の確保に関する協定」を締結しました。
　今後は、災害が発生し消火用水が不足を生じた
場合、ミキサー車を活用し、迅速かつ継続的な消
防活動を行うことが可能になりました。

12/20 災害時における消防用水の確保に関する協定

１/７

市民カメラマン　荘司和則さん撮影市民カメラマン　荘司和則さん撮影
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　市民の皆さんの身近で起きた出来事・イベントなどを「Sakado Watching」で
紹介してきましたが、紙面の都合上、掲載できなかったものもあります。
　ここでは、「Sakado Watching 番外編」として、今まで掲載できなかった地域の
話題を紹介します。
　このほかにも、市ホームページで紹介している催しもあるのでご覧ください。

①慈眼寺の桜（4/6）②大宮住吉神楽（4/2）③スポーツフェスティバル
（4/29）④釈尊降誕祭（5/5）⑤竹灯の夕べ（4/29）⑥八坂神社夏祭り
（7/15、16）⑦子ども陶芸教室（8/4）

⑧夏休み子ども教室（8/7）⑨夏よさこい（8/19、20）⑩いかだ流し
大会（8/27）⑪彼岸花（9/15）　⑫ノルディック・ウォーキング教室
（9/22）⑬市民体育祭（10/1）⑭消防特別点検（11/5）⑮産業まつり
（11/5）⑯アオギリ植樹（11/6）⑰坂戸市音楽コミュニティフェスタ
（11/18）⑱チャリティマラソン（11/19）⑲軽トラック市（12/26）

※地域の話題を掲載しています。写真の掲載にご理解・ご協力をお願いします。

akado  Watching 番外編S

6

23 22

撮影者（坂戸市市民カメラマン）
③、⑦、⑩荘司和則さん　　⑫中庭妙子さん
⑤、⑪、⑱秋山清志さん　　②、⑬人見繁夫さん
⑥、⑨、⑮鈴木行男さん　　⑰佐藤直裕さん
⑧、⑭市川武弘さん

5

43

1

2
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89



人口と世帯数の動き ●１月１日現在の人口です
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どら焼き145 円（税込み）
PAOPAO ロール
1,100 円（税込み）

編集・発行：坂戸市総合政策部広報広聴課（〒 350‒0292　坂戸市千代田一丁目１番１号　☎ 283・1331（代表）　4283・3903）
　　　　　　インターネットホームページ http://www.city.sakado.lg.jp/　モバイルサイト http://www.city.sakado.lg.jp/mob/
　　　　　　Ｅメールアドレス info@city.sakado.lg.jp　通常業務時間：月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

平成29年４月～12月分
ごみ・資源物排出量

※図書館流通センター「新刊全点案内」より引用
　中央図書館 ☎281・6369新着図書案内

歴史をつくった洋菓子たち キリスト教、シェイクスピアからナポレオンまで
長尾健二／著 築地書館

　普段何気なく口にしているさまざまな洋菓子。その陰には長い歴史に
彩られた興味深い物語が隠されている。クレープ、アップルパイ、ザッ
ハトルテなど身近な洋菓子たちとともに、豊富なエピソードを紐解く。

最新ストレッチの科学 柔軟性を高めて、気持ちよく伸ばすための真実52
坂詰真二／監修 新星出版社

　ストレッチの理論と実践を明快に解説した書。カラダの硬い、柔ら
かいを科学的に検証するとともに、ストレッチの効能はもちろん、「科
学的に効く」具体的なストレッチもカラー写真で紹介する。

◇２１,６２５トン
（前年同時期比１３９トン増）

人　口　１０１，３３８人（前月比－１０４人）　
男　性　５０，８４０人　
女　性　５０，４９８人　
世帯数　４５，３１６世帯（前月比－３９世帯）

　生ごみは約
80％が水分と
言われていま
す。生ごみの

水分を切り、燃や
せるごみを減らし
ましょう。

スマホで

広報紙をもっと身近に

マチイロ

広報さかどのアプリ配信
◆ご利用開始は次のステップで簡単に・・・・・・
下記二次元バーコードなどからアプリをインストール お住まいの地域などを設定 準備完了！

問市民生活課（内線 316）

お菓子の家 PAOPAO
所在地：にっさい花みず木4－6－2
電話：282・8080
定休日：不定休
営業時間：
　　　午前10時～午後7時30分

お店から一言
　お菓子は風味豊かで安
全な国産小麦粉と坂戸産
の新鮮卵を使用し、１つ
１つ丁寧に手作りしてい
ます。

　市では市民の健康づくりを応援するメニューや食
品等を提供する店舗を「食を通じた健康づくり応援
店」として認定しています。
　現在、市内で46店舗が認定されていますので、
こちらのコーナーで順次ご紹介していきま
す。
　また、「食を通じた健康づくり応援店」
は随時募集しています。
応援店の目印は？
　店舗の外にこちらの「のぼり旗」を掲
出しております（一部掲出していない店
舗もあります）。

富久屋乙御前
所在地：薬師町13－15
電話：284・5181
定休日：水曜日
営業時間：
　午前9時～午後7時30分

ギャラリー れ・ぼぬう
所在地：泉町5－8
電話：281・3285
定休日：土曜日、日曜日、月曜日
営業時間：午前11時～午後５時

２月15 日～25 日は、お食事の
お会計金額合計から10％オフ

五穀米カレー
（サラダ・ホットコーヒー付）

800 円（税込み）

お店から一言
　明治45年創業の伝統の技と
味を生かし、こだわりの素材と
自家製あんで季節に合わせた和
菓子をお届けします。

お店から一言
　無農薬、有機栽培の自家製野
菜等を使用し、季節に合わせた
バラエティー豊富なお食事を提
供しています。


